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1. 検討概要 

1.1. 本検討の目的 

本検討は、南海トラフ巨大地震発生に伴う石油コンビナート地域における液状化による側方流動の

可能性について、堺泉北臨海地区の典型的な断面で二次元動的有効応力解析を実施し、その影響を検

証する。 

護岸や背後地盤の変形状況を精査することで、本地区の液状化による影響を評価するとともに、対

策の概略案について検討を行うことを目的とする。 

 

1.2. 検討範囲 

本検討範囲は、図 1.2.1に示す堺地区、泉北地区とする。 

 

 

図 1.2.1 検討範囲 

1.3. 検討手順 

検討フローを図 1.3.1 に示す。本検討は、①堺、泉北埋立地の地盤情報データに基づく土質資料を

整理・解析、②堺、泉北地区の代表的な護岸として解析断面を選定、③解析に必要な土質定数の設定、

④「内閣府南海トラフ巨大地震検討会（H24.12）」に基づき当該地区の地震外力を抽出・選定、⑤地

震応答解析による護岸および護岸背後地盤の変形状況の精査とする。 

 

 

図 1.3.1 検討フロー 
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２．解析断面の選定

1)護岸形式，地盤条件，液状化危険度の整理

2)簡易耐震診断システムによる診断

KG-NET

地盤情報

３．土質定数の設定

収集した土質試験結果に基づく解析用土質定数の

設定

４．地震外力の抽出・選定

1)当該地区の地震動波形データの抽出

2)護岸法線直角方向成分の合成

「南海トラフ

巨大地震

検討会」資

料

５．地震応答解析

1)変形図，過剰間隙水圧コンタ図

2)護岸背後地盤の変形状況

１．土質概要の整理

関西圏地盤情報ネットワーク（KG-NET）より埋立土，

基礎地盤の土質情報の収集


